
 
試運転がはじまり、いよいよ完成間近です。 
 2018年 3月から開始した、建物の工事も終盤となり、工場棟は、外部の足場が外れ完成に近い姿を確認

することができます。2020年 4月 20日に受電し、５月からはプラント設備の試運転が始まりました。 

 2020年 9月末の完成に向けて、たくさんの設備を調整します。   
 

新環境クリーンセンター建設工事 ＮＥＷＳ 
ごみを焼却して発生する排ガスを大気へ拡散するための煙突

は、地上５９ｍあります。 

外部からは１本の煙突に見えますが、２炉の焼却炉それそれ

独立した煙突が内部に２本建っています。 

ボイラードラムの吊上げ 

ALC屋根施工状況→ 

工事現場全景（6月中旬）   施設を見学する方は、循環啓

発棟を出発して見学ルートに

沿って施設見学をしますが、そ

の途中にある工場棟の５階に

展望デッキがあります。 

富士山や駿河湾が一望でき

ます。 

ごみピット上部に展望デッキがあります。 

第 1２号 

写真の   が工場棟で   が資源回収棟、  が循環啓発棟です。  
６ヶ月工事工程 

ごみを受入れる準備が整ってきました。 

この「新環境クリーンセンター建設工事ＮＥＷＳ」では、 

定期的にごみ処理場の建設工事に関する情報をお届けします。 

煙突が建ちました。 

20２0年６月 

富士市 環境部 

新環境クリーンセンター建設課 

TEL 0545-55-2918 

ドローンで撮影した動画を富士市公式ＹｏｕＴｕｂｅで配信中 
ごみ焼却能力（250t/日）の 7日分をためることができる

ごみピットがあります。 

ごみは、プラットホームより投入扉を介してごみピットへ

排出しますが、転落防止の安全対策がとられています。 

 
敷地南側には『ふじかぐやの湯』『ふじさんエコトピ

ア』を設置します。 

敷地の南側には、ごみ処理の余熱を利用した温浴が楽しめる「ふじかぐ

やの湯」と、環境啓発・環境学習を目的とした「ふじさんエコトピア」と

で構成される循環啓発棟が設置されます。 

ふじかぐやの湯には、浴場（内風呂、露天風呂）のほか、大広間、食事

処、休憩コーナー、などがあり、入館は有料となります。 

 また、ふじさんエコトピアには、再生された家具の展示販売コーナーや、

環境学習のための講演、環境に関する講座を行う部屋などがあります。 

煙突外筒 煙突内筒 

投入扉 ごみピット 

ロビー 浴室  エントランス 

工場棟（煙突・設備・内装）工事

プラント設備工事 試運転

外構工事

循環啓発棟・資源回収棟工事

実績　 　予定
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